




























R・ベラミー ／ D・シェクター 著　小池渺／奥西達也／中原隆幸 訳
『グラムシとイタリア国家』（ミネルヴァ書房，２０１２）
松田　博＊



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































R・ベラミー ／D・シェクター著　小池渺／奥西達也／中原隆幸 訳『グラムシとイタリア国家』（松田　博） 115
　ベラミーは第６章の結語でつぎのように述べ
ている。「国家と市民社会との，自由と権威と
の緊張にこそ，政治の，したがってまた民主主
義の，本質的な必要性が見出される。この事実
を認めなかったことが，グラムシの踏まえたマ
ルクス主義の伝統とイタリアの政治の伝統と
の，双方にとっての悲劇のもとであった。その
結果として，両者は最近のもっとも抑圧的な国
家システムのいくつかを生じさせることになっ
たのである」（２５７ページ）。ベラミーの論旨か
らすれば「抑圧的な国家システム」とは「全体
主義的国家システム」を含意すると考えられる
が，グラムシを「全体主義的」志向性をもった
思想家とする著者の論調からすればグラムシも
間接的にそれに加担したというニュアンスであ
る。しかしながらすでに述べたごとくベラミー
の論旨は，グラムシの草稿の内容を大きく歪曲
することによって「構築」されたものであり，
ベラミーの論法を借用すれば「詭弁」的なのは
グラムシではなくベラミーのほうであるといわ
ざるをえない。 （２０１２年１１月２２日記）
